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第 1章 第二次南相馬市子 どもの読書活動推進計画

策定にあたって

1 計画策定の背景

(1)国の動向

平成 13年 12月 に、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的
かつ計画的な推進を図り、もつて子どもの健やかな成長に資すること

を目的とした「子どもの読書活動の推進に関する法律」 (以下「推進

法」という。)(平成 13年法律第 154号)が施行されました。

推進法では、子どもの読書活動の推進に関し基本理念を定め、国・

都道府県・市町村の責務などを明らかにするとともに、「子どもの読

書活動の推進に関する基本的な計画」(以下「基本計画」とい う。)を
策定・公表すること、4月 23日 を「子ども読書の日」することなど

を定めました。

それに基づき、平成 14年 8月 に第一次基本計画を、平成 20年 3月

に第二次基本計画を策定しました。第二次基本計画期間中には、図書

館法の一部改正、「図書館の設置及び運営上望ましい基準」の改正な

ど、子どもの読書活動に関連する法制上の整備がなされるとともに、

国会決議により平成 22年を「国民読書年」とすることが定められま

したも

平成 25年 5月 には、第二次基本計画期間における成果や課題、諸

情勢の変化などを踏まえ、第二次基本計画が策定されました。

(2)福島県の動向

平成 16年 3月 に、学校・家庭・地域などがそれぞれの役割を果た

しながら相互に連携 し、子どもの読書活動推進の基本となる方針と具

体的な方策を明らかにした「福島県子ども読書活動推進計画」 (以下
「一次計画」という。)が策定されました。

平成 20年 3月 には、推進の視点を普及啓発から実践に重点を置く

など、計画内容の一部を見直したほか、一次計画の進捗状況を把握す

るための指標として数値 目標を設定し、第一次計画の後期における各

種取組みを推進しました。

平成 22年 3月 には、第 6次福島県総合教育計画との整合を図りな

がら、子どもが自主的に読書活動に取り組むことができる環境を整備



するため、県や市町村などが実施すべき施策の方向性をまとめた「第
二次子ども読書活動推進計画」が策定されました。

平成 27年 2月 には、国の第二次基本計画及びこれまでの成果と課
題を踏まえ、「第二次福島県子ども読書活動推進計画」が策定されま
した。

(3)南相馬市の動向

平成 21年 3月 に、「南相馬市総合計画」「南相馬市教育振興基本計
画」を踏まえ、「南相馬市子ども読書活動推進計画」(以下「第一次推
進計画」という。)を策定しました。

平成 21年 12月 に中央図書館が開館 し、子どものための資料や子ど

もの成長に応じたサービスをスター トしました。しかし、平成 23年
3月 に東 日本大震災及び東京電力株式会社福島第一原子力発電所事故    ~
(以下「大震災」という。)力 発`生し、市内に避難指示区域が設定さ

れ、市民は避難を余儀なくされる事態に至 りました。子どもたちは、
厳 しい環境に直面することになりました。

その後、小中学校や高校は、徐々に自校や仮設校舎で再開をし、中
央図書館も平成 23年 8月 に開館時間を短縮 して開館をしました。そ
の中で、東京都杉並区を始め全国から児童書の寄贈や義援金をいただ

き、子どものための資料と読書の環境を整備しました。
また、平成 24年度から中央図書館が学校図書館へ司書を派遣すると

いうモデル事業を開始し、平成 26年度には小中学校全校に週 3日 ～2

日学校図書館支援員を派遣しています。

中央図書館では、平成 26年度から子どもの読書活動に重点を置き、
夏休みなどの事業をとおして読書の楽しさを伝えるとともに、学習を    _
支援する場として利用促進に努めてきました。

平成 27年度に南相馬市教育振興計画が改訂され、子どもの読書活
動推進が重点的に実施する取組みの一つして位置づけられましたの

で、今後ますますの取組みが求められています。



2 第 一次 推進 計 画 の進 捗 状 況 と課題

計画の進行管理については、大震災の影響で平成 22年度～平成 25年

度まで実施できませんでした。計画期間は、平成 24年度が最終年度で

したが、平成 26年度を最終年度 として検証をしました

また、年齢人口については、市外への避難者が未だ多いため、居住人
口を採用しました。

(1)乳幼児への取組み

目標 1:絵本をとおした乳幼児と保護者とのふれあいの大切さについ

て伝える機会を増やします

目標 2:乳幼児が絵本の楽しさを実感できる機会を増やします

目標 3:乳幼児が絵本を手に取れる環境を提供します

*①は、利用登録して貸出・予約サービスなどを利用した撃L幼児を対象とした。

■活動指標

■成果指標

①最近 1年間で図書館を利用した乳幼児の害」合

平成 18年度実績値 平成 24年度 目標値 平成 26年度実績値

16. 5% 50. 0% 7.6%

②図書館における享L幼児への貸出冊数

平成 18年度実績値 平成 24年度 目標値 平成 26年度実績値
11, 360冊
(一人当た り年間

2. 9冊 )

31, 200冊
(一人当た り年間

8. 0冊)

5, 062冊
(一人当た り年間

2.8冊 )

目標 取組み 指 標 H24目 樗鋤直 H26実績値

1
①ブックスター ト事業の

推進 (10か月児健診時)

ブックスター トパック
の配布率

0.0% 100°/。 100%

1

②保健センターにおけ
る、乳幼児健康診査およ
び母子保健事業での啓発

啓発を実施 している保

健センターの割合 66.7% 100% 100%

1

③乳幼児の読書について
の啓発

講座を開催 している図

書館、子育て支援セン

ター、幼稚園、保育園
のコ1合

22.9% 68.6% 75 0%

2 ④おはなし会・読み聞か
せの実施

おはなし会・読み聞か
せを実施している図書

館・保健センター・子

育て支援センター・幼
稚園・保育園の割合

94 7% 100% 100%

2 ⑤図書館による出前おは
なし会の実施

図書館が実施 した出前

おはなし会の実施回数
18回 /年 35回 /年 3 6回/年



⑥読み聞かせボランティ
アの活用 |

ボランティアを受け入
れている図書館、子育
て支援センター、幼稚

園、保育園の割合

55.3% 100% 38.9%

3 ⑦図書館における乳幼児
向け絵本・紙芝居などの

収集・提供・保存

図書館における乳幼児
向け資料の点数 16, 575点 30,000点 30, 272点

3 ③図書館における手L幼児
コーナーの整備

図書館における浮L幼児
コーナーの整備状況

整備 充実 充実

⑨絵本コーナーの設置・

充実
保健センター、子育て

支援センター、幼稚園、
保育園における、絵本
コーナー設置率

85.7% 100% 100%

○平成 27年 3月 末時点で、乳幼児は大震災後に生まれた子 どもたちが

8割以上占めてお ります。

○図書館の乳幼児向け資料や保健センター・子育て支援センターなどの

絵本コーナーは、整備 されました。

○子 どもと絵本を結びつけるブックスター ト及びおはなし会は、活動指

標の目標値を達成 しています。

○しか し、成果指標に掲げた図書館の利用数や貸出冊数は、日標値を大

きく下回 りました。

○乳幼児の絵本 との出会いには、保護者の理解を一層深めることが大切

であ り、そのための機会をつくることが課題です。

(2)小中学生への取組み

目標 1:小中学生が読書の楽 しさを実感できる機会を増や します

目標 2:学校図書館を、読書や授業で活用できるところにします

目標 3:保護者に向けて、小中学生の読書の重要性について伝える機会

を増や します

■成果指標

①「本を読むことが好き」と答えた小中学生の害」合

平成 18年度実績値 平成 24年度 目標値 平成 26年度実績値

59. 0%

(南相馬市読書調査 )

72. 1%

(全国平均)

(全国学力・学習状況調査)

小学生 63.1%

中学生 66.7%

(全国学力・学習状況調査 )

②最近1年間で図書館を利用した小中学生の害」含

平成 18年度実績値 平成 24年度 目標値 平成 26年度実績値

16.5% 50. 0% 26. 8%

③図書館における小中学生への貸出冊数



平成 18年度実績値 平成 24年度目標値 平成 26年度実績値
37, 321冊
(一人当た り年間
6. 1冊 )

49, 200冊
(一人当た り年間

8. 0冊)

41, 124冊
(一人当た り年間
12. 2冊 )

④学校図書館における小中学生への貸出円数

平成 18年度実績値 平成 24年度 目標値 平成 26年度実績値
50, 180冊
(一人当た り年間

8.2冊 )

75, 000冊
(一人当た り年間

12.0冊 )

63, 391冊
(一人 当た り年間

18. 9冊 )

*②は、利用登録して貸出・予約サービスなどを利用した乳幼児を対象とした。

■活動指標
目標 取組み 指標 H24目 楊割直 H26実績 値

1

①おはなし会・読み聞
かせの動

おはなし会・読み聞かせ

を実施 している図書館、
小中学校、児童センター

の割合

62.5% 100% 63 9%

1

②出前おはなし会・ブ

ックトークの実施
図書館が実施 した出前

おはなし会・プック トー

クの実施回数

6回 /年 43回 /年

184回 /年

(学校図書館支

援員活動も含む)

③読み聞かせボランテ

ィアの活用
読み聞かせボランティ
アを受け入れている図

書館、小中学校、児童セ

ンターの割合

52.5% 85 0% 47.2%

④小中学校における朝
読書の実施

朝読書を実施 している

小中学校の割合
100% 100% 100%

1 ⑤市立図書館における

小中学生向け資料の収
隼・掃供・保存

市立図書館における小

中学生向け資料の点数 33, 945点 48, 000点 48, 747点

1 ⑥市立図書館における
児童コーナーの整備・
キ雲

市立図書館における児
童コーナーの整備状況 整備済 充実 充実

1 ⑦小中学校における学
級文庫の充実

学級文庫を設置してい

る小中学校の割合
86 4% 100% 95 2%

1 ③児童センター、生涯

学習センターにおける
図書コーナーの充実

図書コーナーを設置 し

ている児童センター、生

涯学習センターの割合

95.2% 100% 90.4%

1 ③小中学生向け図書館
だよりの発行

小中学生向け図書館だ
よ りの 薬 行 日 数

0回 /年 3回/年 4回/年

2 ⑩学校司書の配置 学校司書の配置状況 0校 7校以上 0校

2 ①資料の買い替えと補
充

学校図書館図書標準を

満たしている小中学校
の割合

59 1% 100% 81 0%

2 ⑫学校図書館利用オリ
エンテーションの実施

学校図書館利用オリエ

ンテーションを実施 し

ている小中学校の割合

27 3% 100% 71.4%

2 ⑬授業で活用できる調
べ方の手引きの作成

小中学校に対する調ベ

方の手引きの配布状況
未作成 作成 。配布 一部校で作成

2 ⑭貸出返却用コンピュ

ータシステムの導入
貸出返却用コンピュー

タシステムが導入され

ている小中学校の割合

13.6% 72.7% 23.8%

2 ⑮学校図書館の資料の

データ化
資料のデータ化が完了
しているイヽ中学校割合

13. 6% 72 7% 23.8%

2 ⑩学校図書館において

インターネットが利用
できる環境の整備

学校図書館にインター

ネットが禾1用 できるパ

ソコンが設置されてい
ろノト中→針0の割1合

54.5% 100% 66.7%

2 ①図書委員会の活動の

充実
図書委員会活動を実施

している列ヽ中学校の割 100% 100% 100%

3 ⑬小中学生の読書の必 講座 を開催 している図 0% 76.0% 13. 60/0



要性に関する講座等の

開催
書館、小中学校、生涯学
習センターの割合

3 ⑩保護者向け図書館だ
よりの発行

保護者向け図書館だよ
りの発行回数

0回 /年 3回 /年 0回 /年

○「本を読むことが好き」と答えた中学生の割合は 66.7%で 、小学

生の 63.1%を 上回 りました。これは、小学生から読書に親 しむ子

どもが中学校に移行 したものと考えられ、早い時期からの読書活動の

推進が課題です。

○図書館を利用 した小中学生の割合は、26.8%と 目標値に達 しませ

んでしたが、一人あた りの年間貸出数は、18.2冊 と目標値を大き

く上回 りました。これは、平成 26年度から中央図書館の夏休み特別

企画 として、「読書マラソン」「小学生司書講座」「毎 日おはなし会」

などを実施 したことが好評で した。

○学校図書館における小中学生への年間一人当た りの貸出冊数も大き

く目標値を達成 しました。中央図書館から小中学校に学校図書館支援

,員を派遣 し、学校図書館の整備を図 り、本の面白さを伝えたことが要

因と考えられます。

(3)高校生などへの取組み

目標 1:高校生などが読書に興味をもつ機会を増やします。

■成果指標

①最近 1年間で図書館を利用した高校生などの害」合

平成 18年度実績値 平成 24年度 目標値 平成 26年度実績値

16. 5% 50. 0% 20. 0%

②図書館における高校生などへの貸出冊数

平成 18年度実績値 平成 24年度 目標値 平成 26年度実績値
3, 859冊

(一人 当た り年間

1. 6冊 )

1´ 7, 600冊
(一人当た り年間

8. 0冊)

5, 971冊
(一人 当た り年間

4. 7冊)

■活動指標
目標 取組み 指 標 H24目 標値 H26りに痢貴綱自

1

①市立図書館にお
ける、魅力のある

図書 :雑誌の収

集・提供・保存

市立図書館における、高校
生向け資料の点数 (ヤ ング
アダル ト資料)

293点 2, 000点 2, 051点

1

②市立図書館にお
ける、情報発信・

情報交換の場の設
置

市立図書館における、情報

発信・情報交換の場の設置
状況

未設置 設 置 設 置

1

③市立図書館にお
ける、学生ボラン

ティアの受け入れ

市立図書館 における、学生

ボランティアの受 け入れ
状シ昇

未実施 実施 実施



1 ④高校生向け図書
館だよりの発行

高校生向け図書館だより
の発行回数

0ロヨ/年 3回/年 0回/年

1 ⑤高等学校図書館
への市立図書館の

サービス案内

高等学校図書館への市立

図書館のサービス案内の

配布回数

0回 /年 2回 /年 12回 /年

V

○図書館では、高校生向けの資料を整備 し、情報交換の場を設置し、「ひ

と言カー ド」は、図書館司書との交流になりました。

○高校生向けの図書館だよりの発行は未実施であり、さらなる情報の発

信や、図書館での協働事業の実施の検討も必要です。

(4)読書活動や図書館利用が しにくい子どもへの取組み

目標 1:読書活動や図書館利用がしにくい子どもが、読書に親 しめる機

会を増やしまづ。

○読書活動や図書館利用がしにくい子どものために、資料や機材の整備

をしましたが、今後、障がいをもつ保護者との意見交換などを踏まえ、

個別のサービスの充実が課題です。

(5)日 本語以外を母国語とする子どもへの取組み

目標 1:日 本語以外を母国語とする子どもが読書の楽しさに触れる機会

を増やします。

■活動指標
目標 取組み 指 標 H24目 標 値 H269目酌配1巨

1
0図蕃餌資料の病
院等での再利用

病院で再利用 された図書
館誓料の数

未実施 実施 未実施

1

②布 の絵本、 さわ

る絵本、点字資料、
銀菩苔料の整備

市立図書館における、布の

絵本、さわる絵本、点宇資

料、録音資料の整備状況

未整備 整備 整備

1

③対面朗読 、録音
資料・点宇資料の
作成

対面朗読の実施状況
録音朗読の実施状況 未実施 実施 未実施

l ④障がいのある子
どもが本に親しむ
ための機材の購入

市立図書館における、障が
いのある子どもが本に親
しむための機材の整備状
況

未整備 整備 整備

1 ⑤児童福祉施設や

障がい福祉サービ

ス事業所などへの

資料 目録・サービ

ス案内の配布

児童福祉施設や障がい福

祉サービス事業所などヘ

の資料 目録・サービス案内

配布の実施状況

未実施 実施 未実施

■活動指標
目標 取組み 指 標 H24目 楊罰直 H26リロ痢貴詢自

1

①外国語資料の整

備

市立図書館における、英
語、中国語、韓国語、タガ
ログ語等の、子ども向け資

未整備 整備 整備



料の整備状況

1

②面立図書館所蔵

外国語資料 リス ト
の作成

市立図書館における、子ど

も向け外国語資料 リス ト
の作成状況

未作成 作成 未作成

1

0外国語の図薔暉

利用案内の作成

市立図書館における、外国

語の図書館利用案内の作
成状況

未作成 徹 作成

④日本語以外の言
語によるおはなし
会の開催

市立図書館における、日本
語以外の言語によるおは
なし会の開催回数

未実施 2回/年 2回イ年

○外国語の資料や外国語の利用案内を整備しました:外国語を母国語と

する子どもばかりでなく、日本語を母国語とする子どもが、文化を理

解するために有効に資料を活用することを検討する必要があります。
○英語と日本語による読み聞かせ会は、子どもにも大人にも大好評で、
今後、定期的な取組みに期待が高まうています。

W

ヽ 日 ノ
・
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第 2章 第二次南相馬市子 どもの読書活動推進計画

の方針

1 策定の基本的な考え方

(1)計画の位置づけ

本計画は、子どもの読書活動の推進に関する法律第 9条第 2項に

基づき、策定します。また、以下の計画を踏まえ施策を推進 します。
・第二次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画

・第二次福島県子ども読書活動推進計画
・南相馬市復興総合計画
・南相馬市教育振興基本計画

(2)策定の考え方

第二次推進計画は、第一次推進計画の進捗状況を踏まえ、大震災

後の子どもの読書環境の変化を捉えて策定します。

2 基 本 理 念

大震災では、多くの子どもたちが避難を強いられたり、家族と一緒

に住むことができなかつたり、仮設校舎での学校生活を送ったりと、

多くの困難と試練の中に身を置かなければなりませんでした。その経

験を踏まえ、子どもたちが自ら未来をひらくために、平成 27年度か

らスター トした南相馬市教育振興基本計画では、目指す子どもの姿と

して「夢と希望を持ち、挫折や苦難に負けない生きぬく力が備わつた

子どもたちの育成」を掲げました。
「生きぬくちから」を身につける方法の一つに、「読書」がありま

す。読書は、子どもの心とことばを豊かにし、そして「自ら学び考え

るちから」を育てます。また、想像力と感′陛を磨き、自分の考えや感

情を伝えるためのことばを身につけます。ことばの獲得によつて子ど

もが、幅広い知識を習得し、必要な情報を選択して、活用する能力を

培 うことができます。そこで、

『読書のちから 生きぬくちから』

を第二次推進計画の基本理念 (ス ローガン)に掲げます。



3 目指す子 どもの読書活動推進の姿

本市の子ども読書活動を推進するために目指すべき姿を、第一次推
進計画と同様に定めます。

目読書が好きな子どもがたくさんいるまち

「お父さん、お母さんに絵本を読んでもらうのが好きな子」「友だ
ちと学校図書館で本を選ぶ子」「図書館からたくさんの本を抱えて借
りていく子」    「お気に入 りの本を紹介する子」など、読書
の楽しさを知っている子どもたちがいるまちを目指します。

■子 どもに読書の楽 しさを伝える人がいるまち

読書が好きな子 どもたちの周 りには、「子 どもに本を読む人」「子 ど

もに本を手渡す人」「子 どもが本 と出合 う環境づくりをする人」など、
子 どもに読書の楽 しさを伝える人がいるまちを目指 します。

4 基本方針

本計画は、以下の 3つを基本方針 として、事業を展開します。
(1)子 どもの発達段階に応えた読書活動を推進 します

子 どもが日々成長する過程で、本に出会 う機会や親 しむ本が違つてい

きます。子 どもの成長を引出し、成長を見守る読書環境を整備 し、生涯
にわた り読書をする習慣を身に着けるよう、読書活動を推進 します。

(2)子 どもの読書を応援する人を増や します

子 どもの読書には、家で読み聞かせをするお父さんやお母さん、幼稚
園・保育園で読み聞かせをする先生、学校図書館や市立図書館で本の楽
しさを伝える司書やボランティア、子 ども文庫をひらく地域の人がいま
す。このような本 と親 しむ機会をつくっている身近な人 とを増や します。

(3)子 どもの読書に関わる団体などとともに読書活動を推進 します
多くのひとが関わつている子 どもの読書活動をつなぎ、一緒に推進 し

ます。
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5 計画期間

本計画は、平成 28年度から平成平成 32年度を計画期間とします。
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第 3章 推進のための具体的な取組み

第二次推進計画の体系図

基本理念

読書のちから

(スローガン)

生きぬ<ちから

ン
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1 乳幼児への取組み

乳幼児期は、生れて初めてことばや文字、絵本などに接する時期であ

り、この時期の本に触れた体験が生涯にわたる読書習慣に大きな影響力

を及ぼします。また、絵本の読み聞かせは、乳幼児 と保護者にふれあい

の時間をもたらす とともに、子 どものこころとことばを育て、想像力を

豊かにします。

乳幼児への取組みは、乳幼児は絵本や物語が楽 しいものであるとい う

気づきが生れるような環境をつくります。また、お父 さんやお母さんが、

子 どもへの読み聞かせを積極的にできるような機会を提供 します。

(1)目 標

目標 1:保護者に本との出会いの大切さについて伝える機会を増やし

ます
i

目標 2:本の楽 しさを実感できる機会を増やします

目標 3:乳幼児が本と出会 うことができる環境をつくります。|

■成果指標

①最近 1年間で図書館を利用した乳幼児の割合

平成 26年度実績値 平成 32年度 目標値

7.6% 50.0%

②図書館における手し幼児一人あたりへの年間貸出点数

平成 26年度実績値 平成 32年度 目標値

2.8,点 8.0点

*目標値の設定については、第一次推進計画の 目標値を改めて掲げました。
*貸出点数については、南相馬市復興総合計画に掲げた市民一人当たりの貸出点数と同じ
目標値に設定しました。

(2)取組み

目標 取組み 指標 担当課 H26夕にそ貴(輌自) H32目楊署 (催:)

1
①ブックスター ト事業の

推進 (10か月児健診時)

ブックスター トパック
の 赫 室

中央図書館 100% 100%

1

②保健センターにおける、

乳幼児健康診査および母

子保健事業での啓発

啓発を実施 している保

健センターの割合

健康づくり課
100% 100%

1

③乳幼児の読書について
の啓発

講座を開催している図

書館、子育て支援セン

ター、幼稚園、保育園
の割合

中央図書館
幼児教育課 75.0% 100%

1 ④生れる子どものための 絵本づくりなどの事業 中央図書館 0回/年 4回/年
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お父さんお母 さんの講座 の開催数

2 ⑤おはなし会・読み聞かせ
の実施

おはなし会・箭み聞か

せを実施 している図書

館・保健センター・子

育て支援センター・幼
稚日・倶吉目の割合

中央図書館

幼児教育課
健康づくり課 100% 100%

2 ⑥パパのための読み聞か
せ 駐 座

講座の開催回数 中央図書館 0回/年 2回/年

2 ⑦図書館による保護者の

ための出前おはなし会の
生権

図書館が実施 した出前

おはなし会の実施回数

中央図書館

幼児教育課 0回/年 2回 /年

2 ③読み聞かせボランティ
アの活用

受け入れている図書

館、子育て支援センタ
ー、幼稚園、保育園の

割合

中央図書館

幼児教育課 38.9% 50.0%

2 ⑨日本語以外の言語によ
るおはなし会の開催

開催回数 中央図書館
2回/年 2回/年

3 ⑩市立図書館における乳

幼児向け絵本・紙芝居など
の収集・提供・保存

市立図書館における乳

幼児向け資料の点数
中央図書館

30, 272点 32, 000点

3 ⑪幼稚園・保育口における

幼児向けの絵本コーナー

の充実

杉並文庫の整備 幼児教育課

未整備 勤

3 ⑫乳幼児向けブックリス

トの改定

「本となかよしおすす
めリス トJの改定

中央図書館
未改訂 改Fr

3 ぬ移動図書館童サービス ステー シ ョン数 中央図書館 0カ 所 9カ 所
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2 小中学生への取組み

小中学生の時期は、心身の諸能力や機能が急速に発達する時期です。
この時期の読書活動は、小学校において基礎的な読書力が完成するとと

もに、中学校では成人としての読書の水準に近づきます。スマー トフォ

ンやタブレット、ゲーム機を使 う時間数が増えるのもこの時期ですが、

本の楽しさを持ち続けるような取組みが必要です。

また、小中学校では「総合的な学習の時間」などにおいて、「自ら学

び自ら考える力」や「学び方や考え方」を育成する授業を実施する機会

が増えてきています。本で調べたり、図書館を利用したりすることは、
これからの能力を育成していく上で大きな活動となります。そのために

は、学校図書館に常に人がいて、様々な資料を授業で活用できる環境に

なっていることが重要です。

そこで、小中学生への取組みでは、児童・生徒の発達段階に合わせた

資料収集や読書活動を展開するとともに、学校図書館を授業で活用しま
‐
す
~。

(1)目 標

目標 1:小中学生が読書の楽 しさを実感できる機会を増や します

目標 2:学校図書館を、読書や授業で活用できるところにします

目標 3:保護者に向けて、小中学生の読書の重要性について伝える機会

を増や します

■成果指標

①最近 1年間に本を読まない小中学生の害」合

平成 26年度実績値 平成 32年度目標値

小学校   1.6%

中学校  16.1%

(平成 26年度福島県読書に関する調査 )

0%

②「本を読むことが好き」と答えた小中学生の害」含

平成 26年度実績値 平成 32年度 目標値

小学校  63.1%
中学校  66.1%

(平成 26年度全国学力・学習状況調査 )

/Jヽ 学生  72. 80/O
中学生 67.9%

(平成 27年度全国学力・学習状況調査 )

③最近 1年間で図書館を利用した小中学生の害」合

平成 26年度実績値 平成 32年度 目標値
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26. 8% 50.0%

④図書館における小中学生一人あたりの年間貸出点数

平成 26年度実績値 平成 32年度 目標値

年間 12.2点 年間 15.0点

⑤学校図書館における小中学生一人あたりの年間貸出点数

平成 26年度実績値 平成 32年度目標値

18.9点 20.0点

(2 )取組み

■活動指標
目標 取組み 指 標 担 当課 H26実績値 H32目 標値

1

①おはなし会・読み聞
かせの実施

おはなし会・読み聞か

せを実施 している図書

館、小中学校、児童セ

ンターの割合  ‐

中央図書館

学校教育課

幼児教育課

63 9% 100%

1

②出前おはなし会・ブ

ックトークの実施
出前おはなし会 。ブッ

ク トークの実施回数

(学校図書館支援員活
動 1)含む)

中央図書館 184回 /年 180回 /年

1

③読み開かせなどボラ
ンティアの活用

ボランティアを受け入

れている図書館、小中

学校、児童センターの

割合

中央図書館
学校教育課
幼児教育課

47.2% 50.0%

1
④日本語以外の言語に

よるおはなし会の開催
開催回数 中央図書館 2回 /年 2回 /年

⑤小中学校における朝
読書の実施

朝読書を実施 している

イヽ中学校の割合
学校教育課 100% 100%

1 ⑥市立図書館における

小中学生向け資料の収
生・提供・保存

市立図書館における刻ヽ

中学生向け資料の点数 中央図書館 48, 747点 52, 000点

1 ⑦小中学校における学
級文庫の充実

学級文庫を設置してい

る小中学校の割合
学校教育謀 95.2% 100%

1 ③小中学生向け図書館
だよりの発行

小中学生向け図書館だ

よりの発行回数
中央図書館 4回 /年 3回 /年

2 ⑨学校司書の配置 学校司書の配置状況 学校教育課 0校 全校

2 ⑩資料の買い替えと補

充

学校図書館図書標準を

満たしている小中学校
の割合

学校教育課 81.0% 100%

2 ⑪学校図書館利用オリ
エンテーションの実施

学校図書館利用オ リエ

ンテーションを実施 し

ている小中学校の割合
学校教育課 71.4% 100%

2 ⑫貸出返却用コンピュ

ータシステムの導入
貸出返却用コンピュー

タシステムが導入され
ている小中学校の割合

学校教育課 23.8% 100%

2 ⑬学校図書館の資料の
データ化  ｀

資料のデこ夕化が完了

している」ヽ中学校割合
学校教育課 23.8% 100%

2 ⑭学校図書館において

インターネットが利用
できる環党の整備

学校図書館にインター

ネットが利用できるパ

ソコンが設置されてい

る小中学校の割合

学校教育課 66.7% 100%

2 ⑮図書委員会の活動の

充実

図書委員会だよりを発

行 している小中学校の
客‖谷

学校教育課 19.0% 100%

3 ⑩保護者向け図書館だ
よりの発行

保護者向け図書館だよ

りの発行回数
中央図書館 0回 /年 1回/年
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3 高校生などへの取組み

高校生など (概ね 16歳～ 18歳)の時期は、自己を確立していく時

期であり、さまざまなことに興味を持つ一方で、生活の中で読書のため

に時間を設けにくいこともあり、「学校読書調査報告」(全国学校図書館

協議会・毎日新聞実施)に よると、ここ 10年来 1か月に 1冊も本を読

まない子ども (「不読者」)力 全`体の半数を超えています。

高校生などの取組みでは、子どものニーズを的確に把握 し、読書意欲
の喚起につながるような資料収集や情報提供を行 うとともに、高校生が

参加 しやすい事業などを実施します。

(1)目 標

目標 1:高校生などが読書に興味をもつ機会を増やします

■成果指標

①最近 1年間で図書館を利用した高校生などの害」合

平成 26年度実績値 平成 32年度 目標値

20. 0% 50.0%

②図書館における高校生などへの貸出点数

平成 26年度実績値 平成 32年度目標値

4.7点 8.0点

(2)取組み

■活動指標
目標 取組み 指 標 担当課 H26実績 値 H32日 標 値

1
①図書館の高校生向け
資料の収集・提供

高校生向け資料の点数 中央図書館 2, 051点 2, 300点

1

②図書館における高校

生の情報発信・情報交
棒の場の設置

設置状況 中央図書館 設置 設 置

1
③図書館での高校生企

画事業の実施
実施状況 中央図書館 実施 実 施

④高校生図書館だより
の発行

発行回数 中央図書館 0回 /年 1回 /年

l ⑤高校学校図書館への

市立図書館のサービス

情報の提供

提供回数 中央図書館 12回 /年 12回 /年
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4 支援 を必要 とす る子 どもへ の取組み

身体の機能障がいや情緒的障がいを持つ子どもは、図書館が利用しに

くかったり、通常の読書活動が困難な場合があります。そのため、子ど

もの状況に応じた支援を行う必要があります。さらに、本市に建設予定    `
の福島県立相馬養護学校への支援の在り方も、検討する必要があります。    _
また、市内に在住する日本語以外を母国語とする子どもの読書活動を

支えるために、さまざまな言語の資料の収集や提供が必要です。

支援が必要な子どもへの取組みは、一人ひとりの子どもにあつた読書

活動ができるよう相談体制を整備し、資料収集や提供方法の工夫に努め

ます。
‐

(1)目標

目標 1:読書活動や図書館利用がしにくい子どもが、読書に親しめる機

会を増やしまづ

(2)取組み

■活動指標
目標 重 絹 み 精 橋 担 当課 H26,さ籠貢輛直 H32日 お黒イ直

1

①布の絵本、さわる本、
点字資料、録音資料の
整備

整備状況 中央図書館 整備 整備

②障がいがある子 ども
が本に親 しむための機
材の更新

設置状況 中央図書館 設 置 更新

1 ③外国語資料の整備 実旅 状 況 中央図書館 整 備 整備

④外国語のお話会の開
催

発行回数 中央図書館 2回 /年 2回 /年
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5 地 域 の読 書 活 動 を応 援 す る取 組 み

子どもの読書は、学校や家庭、図書館での本との出会いや読書活動が
主なものですが、それ以外に地域の中にも、子どもやその保護者のため
に読書活動を応援する読み聞かせのボランティアや家庭文庫をひらくa     市民の存在が重要です。

:       幼児期から本と親 しむ子どもたちが、生涯読書を身につけ、本の面白
さをまた次の世代に伝えられる人が一人でも多く増えるよう取組みを
します。

(1)目標

目標 1:子 どもの読書活動を応援する人を増やします
V

ν

(2)取組み

■活動指標
目標 取組み 指 標 担当課 H26実績値 H32目 標値

1 ①お話の講習会の開催 開催回数 中央図書館 0回 /年 2回 /年

1
②子どもの読書に関わ

る団体の交流会の開催
開催回数 中央図書館 0回 /年 1回/年
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第 4章 計画の推進

1 広報と啓発

○本計画を広 く周知 して、子 どもの読書活動を推進 します。

○子 どもの読書に関連する記念 日を中心にイベン トを開催 し、子 ども

と保護者に本の楽 しさを伝えます。

○イベン トなどの情報を適時にわか りやす く、多くの媒体をとおして

広報 します。

(参考)記念日一覧

国際子 どもの本の日 4月  2日
子 ども読書の日 4月 23日
子 どもの読書週間 4月 23日 ～  5月 12日
文字・活字文化の日 10月 27日

読書週間 10月 27日 ん 11月  9日
ふくしま教育の日 11月  1日
ふくしま教育週間 11月  1日 ～ 11月  7日

V

2 関係機関等 との連携

○この計画の推進にあたっては、福島県教育委員会と連携し、効果的

に活動を推進します。

○他の公共図書館や私立図書館などと連携 し、活動の質を高めます。   v

3 計画の進行管理                     ・

〇計画の着実な推進のために、定期的に計画の進捗状況を把握し、評    '
価します。

○進行管理を踏まえて、柔軟に活動内容や指標の見直しを行います。

20


